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今後のアクションのポイント

安定的な食料供給を担う食品事業者には、気候変動に関するリスクと機会の特
定、さらにその対応策の発信が社会から要請されています

社内にて気候関連リスクが自社の経営戦略に具体的にどのような影
響を及ぼすか、リスク・機会の両面から検討します
抽出されたリスクや機会は、自社の経営戦略やリスク管理への反
映を検討してください
リスクや機会の具体例は、本手引書の第3章をご参照ください

気候変動が
自社に及ぼす

リスク・機会の特定

従来行ってきたリスク管理の内容を、「ガバナンス」「戦略」「リ
スク管理」「指標」で整理し、その対応策を社会に発信します
気候関連リスクの対応はすべて新しいものではなく、従来の検討
結果を活用することが可能です。
 TCFD提言で推奨される情報開示については、本手引書の第2章をご参照く
ださい

TCFDのフレームワーク
に基づいた開示による

社会への発信

投資家・金融機関だけでなく、消費者を含む社会全体から、
安定的な食料供給を担う事業者としての評価をより高めることにつながると考えられます
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 第3章で取り上げた気候関連リスクや機会例を参考にし、自社の調達・販売先や取り巻く環境を踏まえ、事業
に影響があると思われるリスク・機会を列挙し、重要なものを選択しましょう

気候変動問題が及ぼすリスク・機会の特定

社内にて気候関連リスクが自社の経営戦略に具体的にどのような影響を及ぼす
か、リスク・機会の両面から検討します

リスク・機会の整理イメージ（カゴメの例） （参考）検討方法など

出所 カゴメ統合報告書、環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ～気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析実践ガイド Ver.2.0」より作成

リスク項目の
列挙

起こりうる
事業インパク
トの定性化

リスク重要度
の決定

対象となる事業に関するリスク・
機会項目を列挙する

列挙されたリスク・機会項目につ
いて、起こりうる事業インパクト
を定性的に表現していく

リスク・機会が起こった場合の事
業インパクトの大きさを軸に、重
要度を決定する
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 第2章で取り上げた推奨開示項目や開示事例を参考にし、社内における検討結果をTCFDフレームワークに沿っ
て再整理してみましょう。

情報開示に向けたTCFDフレームワークの活用

社内で検討・整理してきた原料調達・商品供給に関するリスク管理の内容を、
「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標と目標」で整理してください

TCFDフレームワークの整理イメージ（カゴメの例） （参考）検討方法など

ガバナンス

気候関連リスクと機会を経営戦略に反映す
るために、経営層が関与する体制となって
いることを明記

戦略

気候変動が及ぼす中長期・短期のリスクと
機会を整理し、事業や財務に及ぼす影響を
記載
 シナリオ分析は年間売上10億ドル以上とな
る企業は原則として対象

リスク管理

リスク評価、リスク管理のプロセスや、会
社全体としてのリスク管理の方法について
記載

指標と目標

気候関連リスク・機会をモニタリングする
ための指標の設定と、その目標を記載
 指標としては、GHG排出量、水・エネル
ギー使用量など

出所 カゴメ統合報告書、環境省「TCFDを活用した経営戦略立案のススメ～気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析実践ガイド Ver.2.0」より作成
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コラム｜気候変動対応の最前線（英国ユニリーバのケース）

Unileverでは、2017年からシナリオ分析に着手し、2018年は主要原料の大豆を、
2019年には茶葉を対象に追加して分析の範囲を段階的に拡大しています

2017年 2018年 2019年

シナリオ
分析結果

取組みの
ポイント

 自社の製造・販売への影
響は比較的小規模と評価

 4℃シナリオ（異常気象に
よる物理的リスクが頻
発）の場合、製造・流通
など、サプライチェーン
上でのトラブル発生率が
上昇

 気候変動による影響が茶
葉収穫量の増加率を制限

 異常気象（暴風雨・洪水
など）、外部環境（人的
要因による環境変化）に
よる収穫量の影響の方が、
気候変動よりも平均収穫
量に影響

 2℃シナリオ、4℃シナリ
オ分析の情報開示を開始

 パイロットとして自社の
主要製品である大豆への
影響を分析

 原材料や梱包材の調達コ
スト上昇による財務上の
リスクを分析

 2℃シナリオ、4℃シナリ
オに関する記載は一部詳
細化したものの、昨年同
様。

 新たに茶葉のシナリオ分
析による事業への影響評
価を実施

 シナリオ分析の結果を詳
細に公表

シナリオ分析結果なし
（2℃シナリオ、4℃シナリ
オにおける、自社の物理的
リスクや移行リスクを整
理）

 気候変動に伴う事業のリ
スクと機会を要約し、そ
れに対する企業としての
対応方針を明示

 2℃シナリオ、4℃シナリ
オの前提について、簡略
化した内容を公開

まずシナリオの前提や
気候関連リスクを
整理・公開

シナリオ分析の対象と
して茶葉を追加

大豆を対象にした
シナリオ分析と情報
開示を試行的に実施
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コラム｜気候変動対応の最前線 英国ユニリーバの取組（2017年）

初年度では、自社に関係する気候関連リスクやシナリオの前提を公開し気候変
動リスクを重視する姿勢を表明しました

出所：Unilever Annual Report and Accounts 2017

気候変動がもたらす自社へのリスク（左側）
とその対応方針（右側）について言及

気候関連リスクと機会、および想定する
シナリオの前提について2ページにわたって整理
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コラム｜気候変動対応の最前線 英国ユニリーバの取組み（2018年）

2年目では、2℃・4℃のシナリオ分析に加え、主要原料である大豆のシナリオ分
析を実施し公開しました

出所：UNILEVER “ ANNUAL REPORT AND ACCOUNTS 2018 “ 

TCFDを採用する背景と気
候変動のリスク・機会に関
するガバナンス紹介

自社主要商品シナリオ
による事業影響の評価

USLP：Unilever Sustainable 
Living Planのうち気候変動や水に関
する取組みページへのリファレンス気候変動への既存の

様々な取組の紹介

更なる気候変動に関連する開
示ページへのリファレンス

2℃と4℃シナリオに
よる事業影響の評価
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コラム｜気候変動対応の最前線 英国ユニリーバの取組み（2019年）

3年目では、大豆に加え、紅茶のシナリオ分析を追加したほか、各リスクへの対
応方針をより詳細に公開しています

出所：Unilever Annual Report and Accounts 2019

紅茶を対象とした
シナリオ分析結果
（新規追加）

大豆を対象とした
シナリオ分析結果
（前年度から継続）

更なる気候変動に関連
する開示ページへのリ

ファレンス

物理的リスクや
移行リスクに対する対

応を記載

シナリオ分析の結果、
気候変動による茶葉収穫
量や価格への影響を試算
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コラム｜気候変動対応の最前線 英国ユニリーバの開示例まとめ

異常気象によるサプライチェーンの寸断に対するリスク回避策の計画のほか、
エシカル消費の対応に向けた商品開発や垂直連携の強化を進めています

異常気象の発生割合
・深刻度の増加

 異常気象の頻度増加や気象システムの変
化は自社のバリューチェーンを毀損する
可能性

 ランニングコストや物価は異常気象によ
り影響を受ける

 異常気象により、保有する施設等が被災

消費者選好の変化

 動物性たんぱくを中心とした食事から、
GHG負荷の低い、植物性たんぱくを中心
とした食事へシフトする消費者が増加

炭素価格の上昇

 将来的な炭素税の導入により、材料や容
器包装の資材費や生産費が増加

想定されるリスク 対応方針

出所：Unilever Annual Report and Accounts 2019 をもとに作成

 異常気象による影響を受けている期間中、
各工場間で生産を移転・共有する体制を
整理

 価格変動に対しては気象をモニタリン
グ・予測し、原材料の買い付け・取引を
実施

 BREEAMあるいはLEED基準に準拠した
施設を建築し、レジリエンスを向上

 動物性たんぱく食品のGHG負荷を抑える
取組

 ヴィ―ガン向け製品やレシピのライン
ナップを展開

 持続可能性に関心ある消費者に対応する
ためオーガニック食品を生産する企業を
買収

 2018年1月より、インターナルカーボン
プライシングを導入

 上記により、1億2千万ユーロを省エネル
ギーや廃棄物削減、水使用削減のプロ
ジェクトに配賦

物理的
リスク

移行
リスク

急性

市場変化

政策・法制度

：リスク
：機会
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コラム｜気候変動対応の最前線 （キリンHDのケース）

キリンHDは以前より生物資源リスクや水リスクを独自に公開していましたが、
2018年より5か年計画でTCFD提言に準拠した開示への対応を進めています

出所：キリンホールディングス「キリングループ環境報告書 2018」、 「キリングループ環境報告書 2019」、 「キリングループ環境報告書 2020」

2018年 2019年 2020年

 TCFDが推奨
するフレーム
ワークには、
キリンHDが
従来から環境
報告書やWeb
等で開示して
きた項目およ
び内容が多く
含まれていた。

 農産物の収穫への影響、
水リスク、炭素排出リス
クについて2℃、4℃シナ
リオ分析を用いて評価
 大麦、ホップ、ワイン

用ブドウ、紅茶葉を対
象に文献調査を基に気
候変動が及ぼす影響を
分析

 原料農産物生産国、国
内製造拠点・物流経路
における洪水や、水ス
トレスなどの水リスク
を評価

 炭素排出コストについて
は、カーボンプライシン
グが及ぼす影響をシナリ
オ別に評価

 2018年と2019年の分析結
果を基に、財務的影響を
試算
 2℃シナリオに比べ、

4℃シナリオでは、原
材料のコストインパク
トが約7倍と試算

 2019年の分析結果を詳
細化し、主要生産物原
産国における水リスク、
国内での水リスク、
カーボンプライシング
による影響を公表

 農産物の収穫量、水ス
トレス、カーボンプラ
イシングによる財務的
インパクトは、事業収
益の1～8%と試算

 2018年1月～5月にシナリ
オ分析を実施し、地球温
暖化がもたらす原料農産
物（大麦、トウモロコシ、
米、茶、ホップ、ワイン
用ブドウ、生乳）への影
響を評価

 気候変動がもたらす事業
へのインパクトを定量的
に評価・情報を開示（国
内の食品企業の先駆け）

 移行リスクの事業計画へ
の反映は次年度の課題と
する

農産物への影響評価
を実施・公開

1年目・2年目の
分析結果をベースに
財務的影響を試算

1年目の影響評価の
詳細化や対策の検討、
農産物以外の物理的
リスクを評価

2017年以前
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コラム｜気候変動対応の最前線 キリンHDの取組み（2018年）

1年目は、国内の食品企業に先駆けて、2℃／4℃シナリオで事業インパクト等の
定量的な分析を行い、情報を開示しました

出所：キリンホールディングス「キリングループ環境報告書 2018」

生物資源リスクや水リスク
について従前より開示

従前からの取組み TCFD提言のフレームワークへの対応

TCFD対応について言及

主要農産物の
気候変動インパクトを
シナリオ別に評価
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コラム｜気候変動対応の最前線 キリンHDの取組み（2019年）

2年目は、1年目に実施した影響評価の詳細化や対策を検討したほか、農産物以
外の物理的リスクを評価しました

出所：キリンホールディングス「キリングループ環境報告書 2019」

2℃と4℃シナリオによる
農産物への影響を分析

2050年の4℃シナリオの
収量インパクトを定量的に開示
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コラム｜気候変動対応の最前線 キリンHDの取組み（2020年）

3年目は、シナリオ分析を踏まえ、リスクと機会を事業影響とセットで整理し、
更に環境ビジョンを改訂しました

気候変動には限定されないが、シナリオ分析結果を踏まえ、
環境問題が関わるリスクと機会や各影響を整理し公開

シナリオ分析結果を踏まえ、
環境ビジョンを見直し

出所：キリンホールディングス「キリングループ環境報告書 2020」
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コラム｜気候変動対応の最前線 キリンHDの開示例まとめ

シナリオ分析の実施を通じて、生物資源・水資源・容器包装に係るリスクと機
会を網羅し、それらへの対応戦略を提示しています

 洪水等による製造停止／輸送停止

 配慮なき農業・林業・畜産業を原因とする
森林破壊による、レピュテーションリスク
の低下や紙製容器包装原料の安定供給不安

 石油由来肥料・農薬使用規制により、農産
物の生育不良、品質の劣化、病害虫拡大、
価格高騰等

想定されるリスク 対応方針／取組例

出所：キリンホールディングス「キリングループ環境報告書 2020」 をもとに作成

 西日本豪雨を教訓とした迅速な物流体制
再構築を実施

 FSC認証による安定供給

 原料生産地における適切な農薬・肥料の
使用指導

 生産時の無農薬化

 主要原料農産物の収量減  発泡酒・新ジャンルなど大麦を使わない
醸造技術

 持続可能な農業認証システム取得支援
 農産物生産地での水ストレス
 農産物の価格高騰／安定供給不安

 海外生産地の水源地の保全
 複数の農産物生産国・地域からの分散調
達

 カーボンプライシング等の導入によりエネ
ルギー調達コストが増

 工場購入電力の再生可能エネルギー比率
の増加

 バイオガスボイラ／コジェネの導入

異常気象の発生割合
・深刻度の増加

物理的
リスク

移行
リスク

急性

長期的な気候の変化
（平均気温、降水パターン）

慢性

降水パターンの変化
（気温上昇・水ストレス起因）

慢性

農業生産にかかる
規制の変更

政策・法制度

炭素価格の上昇

政策・法制度

食料生産に対する
認識の多様化

評判

：リスク
：機会
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TCFD提言やシナリオ分析をさらに知りたい場合

TCFDガイダンスやシナリオ分析実践ガイド等がインターネット上で公開されて
おり、参考にすることができます

気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）最終報告書（日本語訳）

 発行 特定非営利活動法人
サステナビリティ日本フォーラム
（日本語訳担当）

 発表年月 2018年10月

TCFD提言の日本語訳

TCFDを活用した経営戦略立案のススメ～
気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ
分析実践ガイド 2021年度版

 発行 環境省地球温暖化対策事業室

 発表年月 2022年3月

TCFD提言に基づくシナリオ分析の解説

気候関連財務情報開示に関するガイダンス
2.0

 発行 TCFDコンソーシアム

 発表年月 2020年7月

TCFD提言の解説書

Disclosure in a time of system 
transformation: Climate-related financial 
disclosure for food, agriculture and 
forest products companies

 発行 WBCSD

 発表年月 2020年4月

海外の食品事業者における情報開示事例の紹介
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気候関連財務情報開示に関するガイダンス（TCFDガイダンス）の概要

TCFDガイダンスでは、TCFD提言や補助的文書に対する疑問点を整理して解説
しており、改訂版では食品産業の開示推奨項目が追記されています

画像

発行：
TCFDコンソーシアム
発表年月：
2020年7月

1. はじめに
・本ガイダンスの位置づけについて

2. TCFD提言に沿った開示に向けた解説
• 情報の開示媒体について
• ガバナンス
• 戦略
• リスク管理
• 指標と目標
• 異なるビジネスモデルを持つ企業の開
示方法

• 中堅・中小企業におけるTCFD対応の進
め方について

3. 業種別の開示推奨項目
（自動車、鉄鋼、化学、電機・電子、エ
ネルギー、食品、銀行、生命保険、損害
保険）

４．おわりに
Appendix

TCFD提言や補助的文書に対する疑問点を
整理・解説

TCFD提言作成に携わった委員や金
融機関所属の委員のコメント及び国
内外の事例に基づいた解説

改訂では、食品産業に関する開示推
奨項目を新規追加

補完のため、TCFD提言に沿った具体的な
情報開示の事例を別冊として整理

本資料の特長
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TCFDを活用した経営戦略立案のススメ～気候関連リスク・機会を織り込むシナリオ分析実践ガイドの概要

シナリオ分析実践ガイドでは、企業が抱えるシナリオ分析の実践上の課題を整
理し、各実践ポイントと食品含むセクター別実践事例を掲載しています

発行：
環境省地球温暖化対策事業室
発表年月：
2022年3月

TCFD提言に基づくシナリオ分析の実践上の課題を
整理し、実践のポイントを解説

特にシナリオ分析のステップ及び
各ステップのToDoを詳細に説明

支援先国内企業13事例（資産運用、エネル
ギー、運輸、素材、農業・食料・林業製品、
電気機器、情報・通信業・小売）を掲載

Appendixでは、シナリオ分析の実施にあたり必要
な移行リスク・物理的リスクのパラメータやツー
ル集についても紹介

本資料の特長

1. はじめに
・本実践ガイドの目的
・TCFD提言の意義・シナリオ分析の
位置づけ

2. シナリオ分析 実践のポイント
・シナリオ分析実践のポイント手引き
・シナリオ分析を始めるにあたって
・STEP2. リスク重要度の評価
・STEP3. シナリオ群の定義
・STEP4. 事業インパクト評価
・STEP5. 対応策の定義
・STEP6. 文書化と情報開示

3. セクター別シナリオ分析実践事例

Appendix
・パラメータ一覧
・物理的リスクツール
・国内・海外シナリオ分析事例
・TCFD関連の文献一覧
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食料・農林水産業の
気候関連リスク・機会に関する情報開示（入門編）

【第２版】
- 我が国の食品事業者向け気候関連情報開示に関する手引書 -

発行：令和４(2022)年6月
作成：農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課


